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高
品
質
の
日
本
画
用
紙
は
多
く
の
画

家
に
使
用
さ
れ
、奈
良
薬
師
寺
内
に
平

山
郁
夫
画
伯
が
描
い
た「
大
唐
西
域
壁

画
」に
も
使
わ
れ
る
な
ど
、芸
術
文
化
の

振
興
に
大
き
く
寄
与
。

功
績
の
概
要　

　

平
成
７
年
に
今
立
町
議
会
議
員
に

初
当
選
し
て
以
来
、合
併
に
よ
る
越
前

市
議
会
議
員
も
含
め
、16
年
に
わ
た

り
議
員
と
し
て
活
躍
。

　

合
併
後
は
、初
代
副
議
長
に
就
任

し
、優
れ
た
見
識
と
卓
越
し
た
政
治

手
腕
を
発
揮
し
、議
会
の
円
滑
な
運

営
に
努
め
る
と
と
も
に
、服
間
小
学
校

の
自
校
方
式
に
よ
る
学
校
給
食
開
始

や
服
間
幼
稚
園
・
保
育
園
の
一
体
化
な

ど
、市
政
の
発
展
と
地
方
自
治
の
推
進

に
大
き
く
貢
献
。

功
績
の
概
要

　

平
成
22
年
か
ら
、越
前
市
文
化
振

興
事
業
団
理
事
長
に
就
任
し
、市
民

が
質
の
高
い
文
化
芸
術
に
触
れ
ら
れ

る
機
会
の
充
実
に
貢
献
。

　

ま
た「
越
前
和
紙
を
愛
す
る
会
」会
長

と
し
て
越
前
和
紙
の
振
興
や
、敦
賀
短
期

大
学
で
は
非
常
勤
講
師
と
し
て
、産
学
協

働
の
実
践
的
教
育
を
指
導
す
る
な
ど
、

伝
統
工
芸
の
次
世
代
育
成
に
も
尽
力
。

功
績
の
概
要

　

昭
和
28
年
か
ら
手
漉
和
紙
製
造
に

従
事
し
、和
紙
独
特
の
特
性
を
生
か
し

た
研
究
を
重
ね
、特
に
型
紙
を
使
わ

ず
鳥
の
子
紙
に
模
様
を
出
す
卓
越
し

た
技
術
を
保
持
。昭
和
50
年
に
は
福

井
県
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、

三
代
目
岩
野
平
三
郎
を
襲
名
。

市
　
政
　
功
　
労
　
賞

市
　
政
　
功
　
労
　
賞

越
前
市
制
施
行
５
周
年
を
記
念
し
て

各
種
表
彰
を
行
い
ま
し
た

問
合
先　

秘
書
広
報
課（
秘
書
室
）　　
（
２
２
）３
４
７
２

功
績
の
概
要

　

平
成
16
年
に
神
山
地
区
自
治
振
興

会
長
、同
年
４
月
に
は
、武
生
市
区
長
会

連
合
会
会
長
に
就
任
し
、地
域
の
ま
ち

づ
く
り
や
市
民
自
治
の
推
進
に
尽
力
。

　

合
併
後
は
、初
代
越
前
市
区
長
会
連

合
会
長
に
就
任
し
、地
域
自
治
の
発
展

と
市
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

功
績
の
概
要

　

平
成
10
年
に
武
生
市
議
会
議
員
に

初
当
選
し
て
以
来
、合
併
に
よ
る
越
前

市
議
会
議
員
も
含
め
、12
年
に
わ
た

り
議
員
と
し
て
活
躍
。

　

武
生
市
議
会
で
は
、Ｊ
Ｒ
武
生
駅

前
広
場
整
備
に
向
け
尽
力
す
る
と
と

も
に
、「
た
け
ふ
菊
人
形
」の
振
興
を
図

る
な
ど
、観
光
の
推
進
に
貢
献
。さ
ら

に
、公
共
交
通
機
関
の
整
備
及
び
利

用
促
進
に
尽
力
。

　

合
併
後
は
、市
の
地
域
性
や
ブ
ラ
ン

ド
を
活
か
し
た
食
育
の
推
進
な
ど
、市

政
の
発
展
と
地
方
自
治
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
。

功
績
の
概
要

　

平
成
10
年
に
武
生
市
議
会
議
員
に

初
当
選
し
て
以
来
、合
併
に
よ
る
越
前

市
議
会
議
員
も
含
め
、12
年
に
わ
た

り
議
員
と
し
て
活
躍
。

　

武
生
市
議
会
で
は
、農
業
委
員
会
委

員
を
長
く
務
め
、農
業
生
産
基
盤
の
確

立
な
ど
、農
業
の
振
興
と
発
展
に
尽
力
。

　

合
併
後
の
副
議
長
在
任
中
に
は
、優

れ
た
見
識
と
卓
越
し
た
政
治
手
腕
を
発

揮
し
、議
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
、産

業
経
済
常
任
委
員
と
し
て
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
取
り
組
む
な
ど
、市
政
の
発

展
と
地
方
自
治
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
。

功
績
の
概
要　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

福
井
県
庁
を
退
職
後
、平
成
18
年
か

ら
１
期
４
年
間
に
わ
た
り
、副
市
長
と

し
て
合
併
後
の
職
員
間
の
融
和
を
図

る
と
と
も
に
、越
前
市
最
初
の「
越
前

市
総
合
計
画
」の
策
定
や
重
点
課
題
の

解
決
に
尽
力
。

　

ま
た
、県
事
業
促
進
に
向
け
た
県

と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
一

方
、蔵
の
辻
で
の「
壱
の
市
」や「
骨
董

市
」の
開
催
、「
ま
ち
な
か
プ
ラ
ザ
」の

開
設
等
、官
民
が
連
携
し
た
ま
ち
な

か
の
賑
わ
い
づ
く
り
な
ど
、市
政
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
。

功
績
の
概
要

　

武
生
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

と
し
て
、武
生
市
と
今
立
町
老
人
ク
ラ

ブ
の
合
併
に
向
け
て
奔
走
。平
成
18
年

に
越
前
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
立

ち
上
げ
、現
在
で
は
、１
２
２
ク
ラ
ブ

約
８
０
０
０
人
の
会
員
を
擁
す
る
大

き
な
組
織
に
成
長
発
展
さ
せ
る
な
ど
、

高
齢
者
の
福
祉
増
進
に
大
き
く
寄
与
。

功
績
の
概
要

　

平
成
10
年
に
武
生
市
議
会
議
員
に

初
当
選
し
て
以
来
、合
併
に
よ
る
越
前

市
議
会
議
員
も
含
め
、12
年
に
わ
た

り
議
員
と
し
て
活
躍
。

　

平
成
16
年
に
は
、建
設
委
員
長
と
し

て
福
井
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
に
尽
力
。

　

合
併
後
は
、安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、自
主
防
災
組
織
の
結

成
な
ど
、市
政
の
発
展
と
地
方
自
治
の

推
進
に
大
き
く
貢
献
。

大
滝
町

石
川　

滿
夫

岩
野 

平
三
郎　

   

岩
本
町

中
西　

明
彦　

   

広
瀬
町

福
嶋　

祥
介　

 

京
町
三
丁
目

い
し
か
わ　
　

 

み
ち
お

い
わ
の　
　

へ
い
ざ
ぶ
ろ
う

さ
か
の　
　
　

 

り
ょ
う
じ

な
か
に
し　
　

 

あ
き
ひ
こ

ふ
く
し
ま　
　

し
ょ
う
す
け

上
山　

直
行　

   
長
谷
町

う
え
や
ま　
　

 

な
お
ゆ
き

佐
々
木 

富
基　

 

芝
原
四
丁
目

　

さ
さ
き　
　
　

 

と
み
き

西
野 

與
五
郎　

   

北
町

　

に
し
の　
　

よ
ご
ろ
う

中
西　

眞
三　

   

家
久
町

 

な
か
に
し　
　

し
ん
ぞ
う

坂
野　

良
治　

   

大
屋
町
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功
績
の
概
要

　

平
成
14
年
、武
生
市
教
育
委
員
会

委
員
に
就
任
し
、合
併
後
も
越
前
市

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
活
躍
。英
語

教
育
の
充
実
や
、在
住
外
国
人
の
多
い

市
の
状
況
に
即
し
た
教
育
施
策
を
推

進
。ま
た「
た
け
ふ
国
際
交
流
の
会
」

「
武
生
市
国
際
交
流
協
会
」で
は
中
心

的
存
在
と
し
て
、市
民
の
国
際
交
流
や

外
国
人
市
民
支
援
に
貢
献
。

功
績
の
概
要

　

昭
和
49
年
に
平
和
堂
武
生
店
を
開

店
し
て
以
来
、市
の
中
心
市
街
地
に
お

け
る
商
業
振
興
に
大
き
く
寄
与
。平
成

12
年
に
は
Ｊ
Ｒ
武
生
駅
北
土
地
区
画

整
理
事
業
の
核
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
出

店
し
、景
観
へ
の
配
慮
や
、公
共
ス
ペ
ー

ス
の
提
供
な
ど
、ア
メ
ニ
テ
ィ
向
上
を

伴
っ
た
区
画
整
理
事
業
の
推
進
や
、中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
。

が
、古
く
か
ら
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら

国
中
町
独
自
の
行
事
と
し
て
継
承
し
、

本
市
の
伝
統
文
化
の
保
存
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

実
績
を
挙
げ
た
分
野
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

活
動
実
績　
【
平
成
20
年
】世
界
男
子

　

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
３
位
、第
63
回
国

　

民
体
育
大
会
優
勝【
平
成
22
年
】第

　

45
回
全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権
優

　

勝
、西
日
本
学
生
選
手
権
優
勝

実
績
を
挙
げ
た
分
野　

自
転
車
競
技

活
動
実
績　
【
平
成
18
年
】第
62
回
全

　

日
本
大
学
対
抗
選
手
権
優
勝【
平
成

　

21
年
】熊
本
国
際
ロ
ー
ド
優
勝
、第

　

64
回
国
民
体
育
大
会
優
勝【
平
成
22

　
年
】第
65
回
国
民
体
育
大
会
優
勝

実
績
を
挙
げ
た
分
野　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

活
動
実
績　
【
平
成
19
年
】全
日
本
選

　

手
権
エ
ペ
個
人
・
団
体
優
勝【
平
成

　

20
年
】第
48
回
全
日
本
大
学
対
抗

　

選
手
権
エ
ペ
個
人
・
団
体
優
勝【
平

　

成
21
年
】全
日
本
選
手
権
エ
ペ
個
人

　

２
位
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
エ
ペ
個
人
３

　

位
、ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
エ
ペ
個
人
３
位

実
績
を
挙
げ
た
分
野　

サ
ッ
カ
ー

活
動
実
績　
【
平
成
19
年
】全
国
高
校

　

選
手
権
優
秀
選
手
受
賞（
丸
岡
高
校
）、

　

高
校
選
抜
欧
州
遠
征
チ
ー
ム
選
出

　
【
平
成
21
年
】関
東
大
学
選
抜
選
出

　
【
平
成
22
年
】全
国
大
学
サ
ッ
カ
ー

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
優
勝（
駒
沢
大
学
）

実
績
を
挙
げ
た
分
野　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

活
動
実
績　
【
平
成
20
年
】第
48
回
全

　

日
本
大
学
対
抗
選
手
権
エ
ペ
個
人

　

優
勝
、団
体
３
位【
平
成
21
年
】全

　

日
本
学
生
王
座
決
定
戦
エ
ペ
団
体

　

優
勝
、第
49
回
全
日
本
大
学
対
抗

　

選
手
権
エ
ペ
団
体
優
勝

実
績
を
挙
げ
た
分
野　

競
技
か
る
た

活
動
実
績　
【
平
成
17
年
】第
44
回
全

　

日
本
選
手
権
優
勝【
平
成
19
年
】第

　

22
回
全
国
選
抜
大
会
優
勝【
平
成

　

20
年
】第
54
期
名
人
位
決
定
戦
出

　

場【
平
成
21
年
】第
48
回
全
日
本
選

　

手
権
優
勝【
平
成
22
年
】第
56
期
名

　

人
位
決
定
戦
出
場
、第
25
回
全
国

　

選
抜
大
会
優
勝

文
　
化
　
功
　
労
　
賞

文
　
化
　
功
　
労
　
賞

市
　
民
　
奨
　
励
　
賞

市
　
民
　
奨
　
励
　
賞

功
績
の
概
要

　

昭
和
53
年
か
ら
武
生
市
史
編
さ
ん

委
員
と
し
て
古
文
書
解
読
等
、郷
土

史
の
研
究
に
努
め
、武
生
市
史
資
料

編
を
編
集
刊
行
。

　

平
成
20
年
に
、市
史
編
さ
ん
委
員
長

に
就
任
し『
越
前
市
史 

資
料
編
14
武

生
騒
動
』の
発
行
や
、金
森
左
京
家
研

究
の
第
一
人
者
と
し
て
、本
市
の
歴
史

文
化
の
継
承
・
発
展
に
大
き
く
寄
与
。

功
績
の
概
要

　

明
治
初
期
に
理
化
学
教
師
と
し
て

福
井
藩
に
招
聘
さ
れ
、日
本
の
教
育
に

尽
力
し
た「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ

ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
」研
究
の
第
一
人
者
と

し
て
活
躍
。

 

ま
た
、市
の
歴
史
の
調
査
研
究
に
努

め
、市
民
に
広
く
知
ら
し
め
る
な
ど
、市

の
歴
史
・
文
化
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
。

功
績
の
概
要

　

３
０
０
年
以
上
続
い
て
い
る
行
事

で
、昔
は
宮
の
講
と
称
し
た
。講
は
通

称「
ご
ぼ
う
講
」と
呼
ば
れ
、惣
田
か

ら
収
穫
し
た
米
を
、旧
正
月
17
日
に

食
べ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

　

厳
し
い
掟
の
も
と
、当
初
は
18
戸
で

始
ま
っ
た
が
、現
在
は
50
戸
の
講
人

功
績
の
概
要

　

平
成
13
年
に
今
立
町
教
育
委
員
に
就

任
、翌
14
年
か
ら
合
併
ま
で
の
３
年
間

は
教
育
長
を
務
め
、今
立
町
の
児
童
生

徒
の
健
全
育
成
と
学
力
向
上
に
尽
力
。

　

合
併
後
は
、初
代
越
前
市
教
育
委

員
会
委
員
長
に
就
任
し
、教
育
界
の

融
和
に
努
め
、ま
た「
越
前
市
教
育
方

針
」の
策
定
で
は
、委
員
長
と
し
て
優

れ
た
見
識
と
卓
越
し
た
手
腕
を
発
揮

さ
れ
る
な
ど
、教
育
行
政
の
振
興
と
発

展
に
大
き
く
貢
献
。

功
績
の
概
要

　

武
生
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
と
し

て
、武
生
市
と
今
立
町
の
社
会
福
祉

協
議
会
の
合
併
に
尽
力
し
、合
併
後

は
、初
代
越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
初
代
会
長
に
就
任
。

　

平
成
18
年
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
芦
山
、平
成
20
年
に
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
つ
ね
ひ
さ
を
開
設
す
る

な
ど
、社
会
福
祉
事
業
の
推
進
に
貢
献
。

　

平
成
22
年
に
は
、「
地
域
福
祉
活
動

計
画
」を
策
定
し
、地
域
福
祉
の
向
上

に
も
寄
与
。

藤
下
　
洸
養
　   

定
友
町

藤
谷
　
家
也
　   

本
町

堀
川
　
晴
美
　   

姫
川
一
丁
目

  

株
式
会
社
　
平
和
堂

　
代
表
取
締
役
社
長
　
夏
原
　
平
和

　
滋
賀
県
彦
根
市
小
泉
町

齊
藤
　
忠
征
　 

国
高
二
丁
目

嶋
田  

智
希
　   

安
養
寺
町

中
島
　
康
晴
　   

矢
船
町

中
野
　
希
望
　 

村
国
三
丁
目

見
延
　
和
靖
　   

国
中
町

三
好
　
輝
明
　   

京
町
一
丁
目

ほ
り
か
わ　
　

  

は
る
み

惣
田
正
月
十
七
日
講（
国
中
町
）

代
表  

白
崎  
健
一（
国
中
町
区
長
）

そ
う
で
ん
し
ょ
う
が
つ
じ
ゅ
う
し
ち
に
ち
こ
う

ふ
じ
し
た         

こ
う
よ
う

ふ
じ
や　
　
　

い
え
な
り

さ
い
と
う　
　

 

た
だ
ゆ
き

山
下
　
　
一
　   

北
府
二
丁
目

や
ま
し
た　
　

え
い
い
ち

な
か
の　
　
　

 

の
ぞ
み

な
か
じ
ま　
　

 

や
す
は
る

し
ま
だ　
　

と
も
き

み
よ
し　
　

 

て
る
あ
き

み
の
べ　
　
　

か
ず
や
す

棗
　
佑
喜
　   

黒
川
町

な
つ
め　
　

ゆ
う
き

ひ
ら
か
ず
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市内各小学校で
「モノづくり出前講座」がスタート

第１回　味真野茶もみ唄
全国コンクールが開催されました

▲大虫小学校での出前講座

▲鍛治道具に見入る来場者

10/1
～11/7

「槌の響　越前打刃物展」
武生公会堂記念館で好評開催中

　子どもたちが「モノづくり」に触れることで、創造性やモノづくりへの意欲
を育てようと、市では９月16日大虫小学校を皮切りに、市内各小学校にて
「モノづくり出前講座」をスタートしました。
　これは、伝統産業から先端産業まで、幅広い業種で構成されている市内
企業の協力を得て行うもので、各企業が子どもたちに、企業のモノづくりに
対する姿勢や、技術について授業を行います。
　16日に行われた、大虫小学校での出前講座では、レンゴー（株）武生工場が自社製品のセロファンについて説明。子ども
たちは、その製造過程や、身近に使われているセロファン製品の話に真剣に耳を傾けていました。

　10月１日から、市制施行５周年記念特別展「槌の響　越前打刃物展」が武生
公会堂記念館で開催されています。
　この特別展は、打刃物の原料の産出たたら場や山陰地方からの輸入経路を古
文書等の資料により展示、また、現在も伝統的な製法・製品を守り伝える職人や、
古来からの技術をもとに時代に求められる製品開発に挑む職人の取り組みを、
約１１０点もの豊富な資料で紹介しています。
　11月７日まで開催され、大人200円の観覧料が、たけふ菊人形の入場券を提
示すると無料になります。また、たけふ菊人形関連として、ミニ企画展「坂本龍馬
と関義臣」も同時開催しています。

つち

　10月１日から、市制施行５周年記念特別展「槌の響　越前打刃物展」が武生
公会堂記念館で開催されています。
　この特別展は、打刃物の原料の産出たたら場や山陰地方からの輸入経路を古
文書等の資料により展示、また、現在も伝統的な製法・製品を守り伝える職人や、
古来からの技術をもとに時代に求められる製品開発に挑む職人の取り組みを、
約１１０点もの豊富な資料で紹介しています。
　11月７日まで開催され、大人200円の観覧料が、たけふ菊人形の入場券を提
示すると無料になります。また、たけふ菊人形関連として、ミニ企画展「坂本龍馬
と関義臣」も同時開催しています。

　10月３日、いまだて芸術館にて「第１回　味真野茶もみ唄全国コンクー
ル」が開催されました。
　この全国コンクールは、かつて味真野地区で製茶業が盛んだった頃、お茶
を揉む作業の時に地元の人たちが歌っていた「茶もみ唄」を後世に残して行
きたい、という味真野地区のみなさんの熱い想いから開催されたもので、第
１回の今回は全国から約100人の参加者が集まりました。
　参加者のみなさんそれぞれが素晴らしい歌声を披露し、客席からは全て
の参加者に対して多くの拍手が寄せられていました。その中で、今回最優秀
賞に選ばれたのは、富山県から参加された明法寺由衣（みょうほうじゆい）さ
ん、女性ならではの美しい高音がきれいに響く歌声でした。
　この味真野茶もみ唄全国コンクールですが、すでに次回の開催が予定さ
れています。ぜひみなさんも参加されてはいかがでしょうか。

▲今回の最優秀賞　明法寺由衣さん
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ズ
第
５
回

シリーズ 第７回ロハス越前
《ロハス越前》
会　長　平澤 一広
事務局　粟田部町９-１-９
　　　　今立ふれあいプラザ内
構成員　約40人 
Tel/Fax  （43）0879
E-mail　 info@lohas-echizen.org
URL        http://www.lohas-echizen.org

　「ロハス越前」は、農家、農業、伝統産業、人などの全てを地域資源とし
て活かし、「都市農村交流」と「地域活性化」に取り組んでいる市民団体
です。地域のさまざまな団体や人々と協力して、農業や伝統産業への理
解を深め、その魅力を再発見し、地域を活き活き輝かせたいという思い
で活動しています。
　具体的には、「農家民宿を核とした農業体験」と「伝統産業の手わざ体
験」へのお客様受け入れや、地域の子どもたちの食農教育、就農希望者
の農業体験・研修などに取り組んでいます。

　東京都港区と市内の子
どもたちの交流事業「越前
里地里山チャレンジ隊」を、
しらやま振興会と共催で実
施しています。
　植樹による森づくり、自
然体験、農業体験、農家民
宿、環境学習など様々なプ
ログラムを通して、楽しみ
ながら学んでいきます。

　旅館やホテルではなく、普通の民家
（農家）に泊まって、田舎の暮らしそのも
のを楽しみ交流する「グリーン・ツーリズ
ム」が全国的にも人気です。「ロハス越
前」は平成15年からグリーン・ツーリズム
に取り組み、交流を楽しみつつ地域の良
さの再発見をしています。
　このような取組みから、交流が定住に
つながり、地域がますます活き活きする
よう願いつつ、ありのままの暮らしで、無
理のない交流を続けています。

　子どもたちの食農教
育の一環として、１年を
通した大豆の栽培・加
工に取り組んでいます。
　地元農家の協力によ
り、種まき・草取り・枝豆
収獲・大豆収穫と加工
品（味噌・豆腐・きな粉・
湯葉・打ち豆））作りな
ど農と食をともに学び
ます。

▲9月 大学生農業体験

▼６月 大豆種まき

▼ビオトープ体験▼ザリガニ釣り

▲植樹

▼南中山地区納涼祭のステージ

「となりのトトロ」を大合唱しました。

▲バーベキュー

▼10月 収穫 ▼２月 味噌づくり

▲打ち豆作り

▲３月 農家民宿

　「ロハス越前」は、「自治振興会」「ＮＰＯ」「学校」「子ども
会」「市民団体」などの地域の団体や人々と連携し、地域の
魅力再発見・活性化を行うと共に、活動の輪を拡げていきた
いと考えています。
　「祭りの参加者を募りたい！」など、地域活性化のための企

NPO広場

農
家
民
宿
と

田
舎
暮
ら
し
体
験

都
市
農
村
交
流

画に「ロハス越前」も参加させていだだけませんか？
　協働や企画のご相談など、気軽に問合せてください。
　また、「ロハス越前」の取組みに関心のある人、農家民
宿や農業体験・物づくりの体験を受入れてみたい人も、
お気軽に問合せてください。

９
月 
大
学
生
農
業
体
験

　今年度は南中山地区自治振興会の協力も得て、地区の納涼祭
に参加し、交流の輪を広げました。

子
ど
も
た
ち
の

食
農
体
験

お
世
話
に
な
っ
た
農家の人と大豆づくしの給食
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鳥
獣
害
対
策
事
業　
　
　
　

３
６
７
万
円

　
　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
防

　

止
対
策
な
ど
の
委
託
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

観
光
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
，８
５
３
万
円

　
　

大
型
テ
ン
ト
を
購
入
し
、市
内
で
開
催
さ 

　

れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
し
、地
域
の

　

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

授
産
製
品
販
路
拡
大
推
進
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
２
万
円

　
　

授
産
製
品
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設

　

し
、製
品
の
普
及
と
販
路
拡
大
の
支
援
を
行 

　

い
ま
す
。

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
里
づ
く
り
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
６
万
円

　
　

専
門
家
か
ら
の
助
言
や
関
係
団
体
と
の

　

協
働
に
よ
る「
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
里
づ
く

　

り
構
想
」の
策
定
と
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
定
着

　

を
目
指
し
た
餌
場
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

農
林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
，６
４
０
万
円

　
　

７
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農

　

地
や
農
業
用
施
設
、林
道
や
山
林
を
復
旧

　

し
、農
林
業
の
生
産
基
盤
の
回
復
と
安
全
確

　

保
の
対
応
を
早
急
に
進
め
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
推
進
事
業　

６
２
万
円

　
　

ふ
る
さ
と
大
使
制
度
を
創
設
し
、本
市
の

　

自
然
と
歴
史
、観
光
、芸
術
、文
化
等
を
全

　

国
に
広
報
し
、市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

　

り
ま
す
。

平
成
22
年
度

９
月
補
正
予
算
の
概
要

問
合
先　

財
務
課　
　

(

２
２)

３
２
３
４

 

今
回
の
補
正
予
算
は
、依
然
と
し
て
厳
し
い
市
内
雇
用
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、障
が
い
者
施
設

授
産
製
品
の
販
路
拡
大
、自
然
環
境
保
全
、鳥
獣
害
対
策
な
ど
雇
用
の
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に
、

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
、地
域
商
業
活
性
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業（
詳
細
は
ペ
ー
ジ
下
段
）、７

月
豪
雨
の
災
害
復
旧
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、一
般
会
計
の
補
正
額
は
１
億
５
，３
９
２
万
円
、特
別
会
計
を
含
め
た
総
額
で
は
３

億
５
，６
０
９
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
商
業
活
性
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業　

５
０
０
万
円　

　
　

本
年
度
よ
り
創
設
し
た
、商
店
街
や
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
元
気
な
商
業
者
グ
ル
ー
プ

　

支
援
事
業（
詳
細
は
左
記
の
と
お
り
）の
枠
を
拡
大
し
、地
域
商
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

対
象　

市
内
中
小
事
業
者
の
小
売
商
業
者
５

　

者
以
上
で
構
成
す
る
団
体
、グ
ル
ー
プ

対
象
事
業
と
補
助
率

①
基
本
型　

補
助
率　

１
／
３　

　

市
地
域
資
源
を
活
用
し
て
消
費
拡
大
及
び

　

商
業
活
性
化
を
図
る
事
業

②
連
携
型　

補
助
率　

１
／
２

　

基
本
型
に
地
域
団
体
、農
業
生
産
者
、製

　

造
業
者
な
ど
商
業
者
以
外
と
連
携
す
る
こ

　

と
に
よ
り
効
果
を
上
げ
る
事
業

③
社
会
課
題
対
応
型　

２
／
３

　

基
本
型
・
連
携
型
に
社
会
課
題（
地
域
の
高

　

齢
化
、少
子
化
、安
全
安
心
、環
境
な
ど
）に

　

対
す
る
取
り
組
み
を
付
加
す
る
事
業

補
助
対
象
経
費

①
講
師
、外
部
専
門
家
等
の
謝
金
、旅
費

②
商
品
開
発
費

③
会
議
費
、報
告
書
・
資
料
等
作
成
費
、通
信

　

運
搬
費
、広
告
宣
伝
費
、消
耗
品
費
、機
器

　

借
上
料
等
の
事
業
経
費

④
委
託
費（
事
業
そ
の
も
の
の
委
託
は
除
く
）

事
業
期
間　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
事
業

申
込
締
切  
11
月
12
日
（金）

※

申
請
後
に
書
類
と
事
業
説
明
に
よ
る
審
査
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

商
工
政
策
課　

　
　
　
　
　
（
２
２
）３
０
４
７

「
元
気
な
商
業
者
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業
補
助
金
」対
象
事
業【
後
期
】を
募
集
し
ま
す

「元気な商業者グループ支援事業補助金」　前期に交付決定した事業

善光寺通商店街振興組合

飲食交友会ＴＡＧ

元気に「蔵の辻」と自店で
繁盛を仕込む宝来グループ

まちなか商店街

(社）武生商店街連盟

武生商業活性化懇談会

武生麺類業生活衛生同業組合

渡邊洪基(東京帝国大学初代総長)をキャラクター化し、商店街の知名度アップを図る。

地酒を使ったカクテルや地場農産物を利用した「Ｂ級グルメ」の創作など。 

「にぎわい市」での顧客を、自店の売上に直結させることを目的とした、新しいマーケ
ティング手法の開発・導入など。

高齢者等交通弱者にも商店街に足を運んでもらえるように、「のろっさ」と連携を図る。

一店逸品運動を行う中で、新商品開発等に取り組み、商店街全体の活性化を図る。

菊人形開催期間中、「暗号を解いてお買い物券ゲット！キャンペーン」の実施により、
市内の商業施設を回遊する仕組みを作り、地元商業者の活性化を図る。

学校と連携したそばの食育学習、おろしそばに適した辛味大根の研究栽培など。 　

団体名 事業内容
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ＩＮＦＯＭＡＴＩＯＮ-お知らせ-

平成22年度 協働たねまる提案制度
「行政発協働事業」の企画提案を募集します

申込・問合先　市民自治推進課

　　　　　　　　　(２２)３２９３

税に関するお知らせ 申込・問合先　税務課　　(２２)３０１４

平
成
23
年
度
か
ら
今
立
地
区
の

都
市
計
画
税
が
課
税
に
な
り
ま
す

　
　
　
　

立
地
区
の
都
市
計
画
区
域

　
　
　
　

内
に
あ
る
土
地
と
家
屋
は
、

　
　
　
　

合
併
に
伴
う
協
定
に
基
づ

き
、都
市
計
画
税
が
５
年
間
免
除
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、今
年
度
で
特
例
の
期

間
が
終
了
す
る
た
め
、23
年
度
か
ら
課

税
と
な
り
ま
す
。

■
都
市
計
画
税　

　

都
市
計
画
事
業（
道
路
や
公
園
、上

　

下
水
道
等
の
整
備
）等
を
行
う
費
用

　

に
充
て
る
た
め
の
重
要
な
財
源
と
な

　

る
目
的
税
で
す
。

■
対
象
区
域

　

粟
田
部
地
区
の
全
部
、岡
本
地
区
の

　

一
部
、南
中
山
地
区
の
全
部
、服
間
地

　

区
の
一
部

■
対
象
と
な
る
資
産
及
び
納
税
義
務
者

　

都
市
計
画
区
域
内
に
所
在
す
る
土

　

地
及
び
家
屋
が
課
税
対
象
と
な
り

　

ま
す
。ま
た
、こ
の
所
有
者
が
納
税
義

　

務
者
と
な
り
ま
す
。

■
税
額
の
計
算
方
法

　

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額×

税

　

率（
０
．２
％
）

■
納
付
方
法
と
納
期
限

　

固
定
資
産
税
と
合
わ
せ
て
納
め
て
い

　

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
納
税
通
知
書
送
付
用
封
筒
」に

広
告
を
出
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　

間
に
約
８
万
枚
発
送
さ
れ
る
、

　
　
　
　

「
納
税
通
知
書
」の
送
付
用
封

　
　
　
　

筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

11
月
30
日

（火）

■
封
筒
の
大
き
さ
・
色

　

縦
１
２
０
㎜×

横
２
２
６
㎜　

茶
色

■
広
告
掲
載
位
置　

封
筒
の
裏
面

※

具
体
的
な
位
置
は
、市
が
決
定
し
ま
す
。

■
広
告
の
大
き
さ
・
掲
載
料（
１
枠
）

　

縦
50
㎜×

横
60
㎜　

７
万
円

■
広
告
掲
載
数　

３
枠

■
申
込
方
法　

 

「
市
有
料
広
告
物
掲
載
取
扱
要
綱
」の
広   

　

告
掲
載
申
込
書
に
、広
告
の
版
下
原
稿

　

を
添
え
て
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

広
告
の
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
、

　

広
告
主
に
帰
属
し
ま
す
。

※

内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

※

要
綱（
申
込
書
）は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

版
下
原
稿
は
、広
告
主
の
責
任
で
作

　

成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

で
は
、市
民
の
み
な
さ
ん
と

　
　
　
　

協
働
で
取
り
組
む
こ
と
に

　
　
　
　

よ
り
、効
果
が
上
が
る
と
思

わ
れ
る「
テ
ー
マ
」に
つ
い
て
、一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
団
体
か
ら
の
企

画
提
案
を
募
集
し
ま
す
。提
案
団
体
と

市
の
担
当
課
等
と
が
協
働
に
向
け
て

話
し
合
い
、平
成
23
年
度
で
の
事
業
化

を
目
指
し
ま
す
。

■
提
案
で
き
る
団
体

　

１
年
以
上
の
活
動
実
績
が
あ
る
、５

人
以
上
の
市
民
又
は
市
内
に
勤
務
す

る
人
で
構
成
し
て
い
る
団
体

（例）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、自
治
振
興
会
、町
内
会
、地

域
の
各
種
団
体
、学
生
グ
ル
ー
プ
な
ど 

■
応
募
締
切　

11
月
８
日

（月） 

■
応
募
方
法
等 

①
提
出
書
類 

　

募
集
テ
ー
マ
に
関
す
る「
協
働
た
ね

　

ま
る
提
案
企
画
書
」、団
体
概
要
書
、

　

団
体
の
規
約
・
会
則
・
収
支
決
算
書
・

　

名
簿
等

②
書
類
提
出
後
、市
の
関
係
部
署
等
と

　

パ
ー
ト
ナ
ー
テ
ー
ブ
ル（
協
働
の
話

　

し
合
い
の
場
）を
実
施

※

様
式
や
詳
し
い
内
容
は
、市
民
自
治 

　

推
進
課
お
よ
び
今
立
総
合
支
所
に

　

置
い
て
あ
る
応
募
の
手
引
き
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま  

　

す
。

■
募
集
事
業

　

広
報
事
業
の
充
実

■
具
体
的
な
課
題

　

広
報
紙
や
、行
政
情
報
番
組
な
ど

が
、行
政
側
か
ら
の
一
方
的
な
情
報
提

供
に
な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、よ
り
親

し
み
の
持
て
る
情
報
の
提
供
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
募
集
テ
ー
マ

①
広
報
紙
の
表
紙
写
真
の
提
供

　

地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
素
晴
ら
し

　

い
風
景
や
、季
節
の
風
物
詩
な
ど
、市

　

民
の
皆
さ
ん
が
新
し
い
市
の
魅
力
を

　

知
る
こ
と
が
で
き
る
写
真
を
提
供
で

　

き
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。　

②
た
ん
な
ん
Ｆ
Ｍ
の
番
組
企
画
と
Ｐ
Ｒ

　

た
ん
な
ん
Ｆ
Ｍ
放
送
の
存
在
を
多
く

　

の
市
民
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

　

う
な
Ｐ
Ｒ
活
動
や
、親
し
み
や
す
い

　

番
組
作
り
を
し
て
も
ら
え
る
団
体
を

　

募
集
し
ま
す
。

■
説
明
会 

と
き　

10
月
28
日

（木）

　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
半　

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

大
会
議
室

※

上
記
以
外
に
も
、随
時
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

今

年

市

▲協働のマスコット「たねまる」
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教育委員会
だより

教育委員会の事業を紹介します

問合先　中央図書館
　　　　　(２２)０３５４
　　　　今立図書館
　　　　　(４３)０２２９

仕事帰りに
ぶらっと図書館へ

　

読
書
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。

中
央
図
書
館
で
は
、市
民
の
皆

さ
ん
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
、昨
年
５
月
か
ら
水
・
木
・

金
曜
日
は
、開
館
時
間
を
一
時

間
延
長
し
て
、午
後
７
時
ま
で

に
し
て
、今
年
４
月
か
ら
は
、

祝
日
の
翌
日
も
開
館
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

新
刊
コ
ー
ナ
ー
・
季
節
に
応
じ
た
各
展
示
コ
ー
ナ
ー
も

用
意
し
て
い
ま
す
。ま
た
、Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
貸
出
で
き
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、今
立
図
書
館
も
金
曜
日
は
、開
館
時
間
を
午
後
７

時
ま
で
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

　

中
央
図
書
館　

　

開
館
時
間　
　

火
・
土
・
日　

午
前
９
時
半
〜
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
　

水
・
木
・
金　

午
前
９
時
半
〜
午
後
７
時　

　

休
館
日　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
は
開
館
）、毎
月
第
一
木
曜
日

　

今
立
図
書
館　

　

開
館
時
間　

午
前
９
時
半
〜
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

（
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

　

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、祝
日
、毎
月
第
四
木
曜
日

菊花マラソンのため交通規制します菊花マラソンのため交通規制します菊花マラソンのため交通規制します

・越前武生(10：00)→JR武生駅(10：01)→武生口(10：07)を
⇒越前武生(10：00)→JR武生駅(10：01)→太田新保経由→小松口(10：09)に変更

・武生口(9：54)→JR武生駅(10：00)→越前武生(10：02)を
⇒上太田(9：50)→太田新保経由→越前武生(10：00)→JR武生駅(10：02)に変更

・国高(9：27)→JR武生駅(9：35)→越前武生(9：37)を
⇒国高(9：27)→武生高校経由→越前武生(9：33)→JR武生駅(9：34)に変更

・入谷(9：15)→味真野(9：25)→仁愛大学前(9：30)→姫川町(9：40)→JR武生駅(9：46)→越前武生(9：48)を
⇒入谷(9：02)→味真野(9：12)→仁愛大学前(9：17)→保健センター(9：28)→越前武生(9：36)→JR武生駅(9：37)に変更

・シピィ(9：06)→昭和町(9：10)→越前武生(9：16)→JR武生駅(9：17)→村国(9：22)を
⇒シピィ(9：10)→太田新保経由→越前武生(9：20)→JR武生駅(9：21)→武生高校経由→国高(9：29)に変更

武生越前
海岸線

池田線

南越線

11月3日(祝)
文化の日

日
野
川

豊　橋

紫式部
公園

警察署
●

●
菊人形会場

西小学校
●

●武生高校

●三中

日野大橋

●
武生東高校

●
東消防署

　●
今立工業団地

●
うすずみ会館

●
コ
ン
ビ
ニ

万代橋

帆山橋

問屋
センター

村国山

Ｊ
Ｒ
武
生
駅

国
道
８
号
線

仁
愛
大
学
●

●

北
日
野
小
学
校

東
運
動
公
園

●
武生楽市

電気店
●

北
陸
自
動
車
道

9：00～10：20
9：00～11：45
9：00～11：20

警察の指示により通行可
片側交互通行
迂回路

9：15～11：00

Ｎ

スタート

ゴール

ハーフ折返し

武生
I.C.

交通規制時間は、あくまでも目安です。最終ランナー通過後、パトカーで規制解除をお知らせします。　　問合先　スポーツ課　　（２２）７４６３

岩
内

市街地循環
北ルート
（第２便）

国高・北日野
ルート
（第２便）

味真野・北新庄
ルート
（第１便）

福
鉄
バ
ス

市
民
バ
ス

・横市町、武生楽市前(9：03)→蔵の辻(9：09)→市役所前(9：10)→JR武生駅(9：11)→越前武生(9：13)を
⇒横市町、武生楽市前(9：03)→越前武生(9：10)→JR武生駅(9：11)とし、同便はＪＲ武生駅にて運行終了
※蔵の辻、市役所前には止まりませんので、注意してください。

・畑町(9：14)→向新保町(9：15)→矢船町(9：19)→帆山町（9：20）→タンス町通り口（9：24）を
⇒畑町(9：14)→向新保町(9：15)→矢船町(休止)→帆山町（休止）→タンス町通り口（9：24）に変更
※矢船町、帆山町には止まりませんので注意してください。

・文化センター、中央図書館(9：32)→西小学校前(9：33)→菊人形前(9：34)→県合同庁舎（9：37）を
⇒文化センター、中央図書館(9：32)→西小学校前(休止)→菊人形前(休止)→県合同庁舎（9：37）に変更
※西小学校前、菊人形前には止まりませんので注意してください。

菊花マラソンに伴う、バスの迂回運行と時刻の変更について

菊
花
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
走
り
を
間
近
で
！

　

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ナ
ー
松
野
明
美
さ
ん
が
障
害
を
持
つ
子
ど
も
達
と
２
㎞
の
部
に
出
場
。ま
た
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ

　

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
高
橋
勇
市
選
手
と
伴
走
サ
ポ
ー
タ
ー
大
崎
栄
さ
ん（
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
１
万
ｍ
日
本
代

　

表
）が
地
元
の
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に
ハ
ー
フ
の
部
に
出
場
し
ま
す
。沿
道
か
ら
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
３
人
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
！

　

大
会
終
了
後
、松
野
さ
ん
・
高
橋
さ
ん
・
大
崎
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

と
き　

11
月
３
日

（祝）　

午
後
１
時
半
〜　

と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー　

参
加
料　

無
料
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み
な
さ
ん
の
生
命
、身
体
、財
産
を
守
っ
て
40
年 

南
越
消
防
組
合
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す

南
越
消
防
組
合
設
立
40
周
年
シ
リ
ー
ズ
　
最
終
回
　
〜
組
織
・
装
備
〜

 

【
組
織
の
変
遷
】

　
・
昭
和
45
年
、当
時
の
武
生
市
に
消
防
本
部
と
消

　

防
署
、村
国
分
遣
所
を
設
置
し
業
務
ス
タ
ー
ト
。

　
・
昭
和
46
年
、当
時
の
今
立
町
に
今
立
署
を
設
置

　

し
業
務
を
開
始
。

　
・
昭
和
51
年
、北
陸
自
動
車
道
で
の
事
故
に
対
応

　

す
る
た
め
、村
国
分
遣
所
を
廃
止
し
、横
市
町
に

　

国
高
分
署
を
設
置
。

　
・
平
成
10
年
、消
防
力
の
強
化
の
た
め
、東
消
防

　

署
と
し
て
西
樫
尾
町
に
庁
舎
を
新
築
。

　

こ
れ
に
よ
り
、今
立
署
、国
高
分
署
は
、廃
止
。

　
・
平
成
17
年
、老
朽
化
が
著
し
い
消
防
本
部･

消

　

防
署
の
新
庁
舎
が
完
成
。移
転
後
、最
新
鋭
設
備

　

で
業
務
を
開
始
し
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

【
装
備
の
変
遷
】

　

消
防
自
動
車

　

現
在
は
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
な
い
キ
ャ
ブ
オ
ー
バ
ー
タ

イ
プ
の
も
の
が
主
流
で
、水
槽
車
・
化
学
車
も
格
段

に
走
行
性
能
や
消
火
能
力
が
向
上
し
て
い
ま
す
。ま

た
、高
層
化
す
る
建
物
に
対
応
す
る
た
め
、30
メ
ー

ト
ル
級
は
し
ご
車
へ
の
更
新
、水
利
不
便
地
区
や
大

規
模
火
災
に
備
え
10
ｔ
の
水
を
積
載
す
る
給
水
車

も
配
備
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、平
成
22
年
に
は
、圧

縮
空
気
泡
消
火
装
置
を
備
え
た
最
新
鋭
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

救
急
自
動
車

　

組
合
設
立
当
時
は
２
台
の
救
急
車
を
配
備
、そ
の

後
、四
輪
駆
動
型
救
急
車
の
整
備
の
導
入
な
ど
、効

果
的
な
救
急
体
制
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
度
か
ら
は
、除
細
動
器
、人
工
呼
吸
器

等
の
高
度
救
命
資
機
材
を
積
載
し
た
高
規
格
救
急

自
動
車
の
整
備
が
開
始
さ
れ
、現
在
で
は
、す
べ
て
の

消
防
署
に
お
い
て
高
規
格
救
急
自
動
車
を
配
備
し
て

〜
日
野
の
め
ぐ
み
、安
心
な
水
、未
来
ま
で
〜

水
の 

話

問
合
先　

水
道
課　
　
（
２
２
）７
９
１
８

い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
５
年
か
ら
救
急
救
命
士
の
養
成
に
着

手
、現
在
で
は
27
名
の
救
急
救
命
士
が
救
命
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
の
受
信

　

設
立
当
時
は
消
防
署
内
で
、数
台
の
電
話
で
１
１
９

番
の
受
信
を
し
、口
頭
で
指
令
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
、１
１
９
番

通
報
は
す
べ
て
受
信
さ
れ
、火
災
や
救
急
・
救
助
な
ど

に
対
し
、ボ
タ
ン
一
つ
で
消
防
車
や
救
急
車
の
出
動
を

自
動
音
声
で
指
令
し
ま
す
。

　

今
年
は
、こ
の
設
備
に
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、携
帯
電
話
か
ら
の
１

１
９
番
通
報
も
電
子
地
図
上
で
の
表
示
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、的
確
な
位
置
確
認
に
よ
り
、現
場

到
着
の
時
間
が
短
縮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
、災
害
や
事
故
の
多
様

化
、都
市
構
造
の
複
雑
化
な
ど
に
よ
り
、こ
の
40
年
で

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。南
越
消
防
組
合
は
、安
全
・

安
心
の
た
め
の
消
防
力
の
強
化
と
向
上
に
取
組
み
、災

害
に
強
い
組
織
を
目
指
し
て
日
々
、訓
練
な
ど
に
励
ん

で
い
ま
す
。

問
合
先　

南
越
消
防
組
合　
　
（
２
１
）０
１
１
９

秋
の
火
災
予
防
運
動  

11
月
９
日
〜
15
日

■『
つ
い
、う
っ
か
り…

』に
ご
用
心
！

 

消
防
組
合
管
内
で
は
、タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
と
天

ぷ
ら
油
の
過
熱
に
よ
る
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　

９
月
10
日
現
在
、消
防
組
合
管
内
で
は
19
件
の

火
災
が
発
生
し
、そ
の
う
ち
、タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末

と
天
ぷ
ら
油
の
過
熱
に
よ
る
火
災
が
合
計
７
件
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機

会
も
多
く
な
り
ま
す
。空
気
も
乾
燥
す
る
た
め
、ま

す
ま
す
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

■『
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

　

〜
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
〜

【
３
つ
の
習
慣
】

　

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

　

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

　
　

位
置
で
使
用
す
る
。

　

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

　
　

必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

　

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火
災
警

　
　

報
器
を
設
置
す
る
。

　

②
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を　

　
　

防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住
宅　

　
　

用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

　

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

　
　

め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
、住
宅
用
火
災

警
報
器
を
取
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
！　

　

設
置
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

　

①
全
て
の
寝
室
と

　

②
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
の

　
　

階
段
へ
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、地
震
災
害
に
備
え
、主
要
配
水
池
を
耐
震
化

し
て
い
く
と
と
も
に
、災
害
時
に
配
水
池
が
一
時
的
な
水

が
め
と
し
て
必
要
な
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
、緊
急
遮
断

弁（
注
１
）の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、給
水
タ
ン
ク
車
や
移
動
式
の
浄
水
装
置
を
装

備
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
や
水
道
管
は
、更
新
時
に
耐
震
化
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、全
て
を
耐
震
化
す
る
に
は
、多
大
な
時
間
と
費
用

を
要
し
ま
す
。そ
こ
で
、水
道
管
に
つ
い
て
は
、更
新
費
用

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、復
旧
時

間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、配
水
区
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
・
配
水

管
の
ル
ー
プ
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
注
１
）緊
急
遮
断
弁
と
は
、配
水
管
の
破
裂
等
で
管
路
の

　

圧
力
が
設
定
圧
力
以
下
に
な
る
と
、こ
れ
を
検
知
し
て

　

自
動
的
に
遮
断
を
行
う
弁
の
こ
と
で
す
。

第
４
話  

災
害
に
備
え
る
水
道

配水池

配水池

管路事故管路事故

管路事故管路事故

断水発生断水発生

断水回避断水範囲の縮小

ブロック化・ループ化　実施前

ブロック化・ループ化　実施後
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▲消防本部・消防署の庁舎と消防自動車（昭和45年）

▲今立署の庁舎と消防自動車（昭和46年）



保 育 園 名 所  在  地 電話番号 受入年齢

公　
　

立

私　
　
　
　
　
　
　

立

上 太田保育園

北日野 保育園

北 新庄保育園

家 久 保 育 園

なかよし保育園

花 筐 保 育 園

岡 本 保 育 園

南中山保育園

服 間 保 育 園

二 葉 保 育 園

なにわ 保育園

安養寺保育園

わかたけ保育園

瓜 生 保 育 園

南 保 育 園

東 保 育 園

西 保 育 園

国 高 保 育 園

高 瀬 保 育 園

愛 星 保 育 園

たんぽぽ保育園

味 真野 保育園

神 山 保 育 園

粟田部保育園

上太田町11-2

矢放町16-4

北町38-6

家久町94-2-1

高瀬二丁目4-14

粟田部町中央一丁目501

岩本町5-26

西庄境町22-8

藤木町12-34

五分市町3-6-1

府中三丁目5-12

安養寺町89-29-1

高森町18-7-2

瓜生町33-22-1

若竹町12-23

万代町9-5

新保町32-10

村国一丁目9-8

文京二丁目4-3

白崎町33-2-1

常久町7-3-1

上大坪町28-3

広瀬町132-3-1

粟田部町46-2

22−0065

22−1772

22−1974

24−1244

23−8024

42−2009

42−0435

42−1209

42−1029

27−1328

22−7019

28−1741

22−6203

24−0340

22−3214

22−6637

22−7151

23−0983

23−5203

24−4450

24−4460

27−2203

23−8688

42−0493

6カ月以上

6カ月以上

6カ月以上

2カ月以上

2カ月以上

6カ月以上

1歳児以上

1歳児以上

6カ月以上

4カ月以上

2カ月以上

6カ月以上

2カ月以上

2カ月以上

6カ月以上

6カ月以上

6カ月以上

6カ月以上

6カ月以上

6カ月以上

6カ月以上

6カ月以上

2カ月以上

2カ月以上

　

諸
事
情
に
よ
り
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
２

カ
月
〜
５
歳
の
乳
幼
児
を
預
か
り
ま
す
。
ま
た
、

産
休
・
育
休
明
け
の
入
園
予
約
も
受
付
け
ま
す
。

（
保
育
園
に
よ
り
受
け
入
れ
年
齢
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
）

※
定
員
の
都
合
で
、
希
望
す
る
保
育
園
に
入

園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

10
月
18
日

（月）
〜
11
月
５
日

（金）

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
半

(

土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く)

申　

込　

期　

間

　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

申　

込　

方　

法

　

入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
、
ま
た
は

児
童
福
祉
課　
　

（
２
２
）
３
０
０
６ 

も
し
く
は
今
立
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
　

（
４
３
）
７
８
１
２

申

込

・

問

合

先

保
育
園

※産休および育休明けの来年度途中入園も、期間中に必ず予約申し込みを

してください。求職中の人は途中入園の予約申し込みはできません。

※北日野保育園と北日野幼稚園は、北日野保育園で合同活動を行っていま

す。

※服間保育園と服間幼稚園は、服間幼稚園で合同活動を行っています。

幼 稚 園 名 所 在 地 電話番号 募集年齢

武生東幼稚園

武生西幼稚園

神 山 幼 稚 園

吉 野 幼 稚 園

国 高 幼 稚 園

大 虫 幼 稚 園

坂 口 幼 稚 園

王子保幼稚園

北日野幼稚園

味真野幼稚園

白 山 幼 稚 園

花 筐 幼 稚 園

岡 本 幼 稚 園

南中山幼稚園

服 間 幼 稚 園

国府二丁目9-12

中央二丁目2-13

広瀬町102-43

本保町19-9-1

国高二丁目319-3

丹生郷町17-1-3

湯谷町24-25

今宿町5-14

矢放町16-4

池泉町9-1

上杉本町15-3-1

粟田部町41-9

定友町11-4-1

中津山町41-13-2

藤木町12-34

22−0161

22−0566

22−7715

22−5541

22−4555

23−0029

28−1008

22−7710

22−1772

27−2090

28−1005

42−2708

42−1125

42−0325

42−1029

3・4・5歳児

3・4・5歳児

3・4・5歳児

3・4・5歳児

3・4・5歳児

3・4・5歳児

3・4・5歳児

3・4・5歳児

3・4・5歳児

4・5歳児

4・5歳児

4・5歳児

4・5歳児

4・5歳児

3・4・5歳児

　

武
生
東
、
武
生
西
、
神
山
、
吉
野
、

国
高
、
大
虫
、
坂
口
、
王
子
保
幼
稚
園
で

受
付
け
ま
す
。
募
集
人
数
は
各
幼
稚
園

20
人
。
た
だ
し
国
高
幼
稚
園
は
40
人
。

ク
ラ
ス
編
成
が
困
難
な
場
合
は
、
希
望

す
る
幼
稚
園
に
入
園
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

送
迎
は
、
保
護
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
北
日
野
・
服
間
幼
稚
園
の
募
集
人
数

は
、
３
歳
・
４
歳
・
５
歳
児
合
わ
せ

て
30
人
で
す
。

３　

歳　

児　

５

・

４

歳

児

　

入
園
願
書
を
希
望
す
る
幼
稚
園
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
各
幼
稚
園
、
学
校
教

育
課
、
今
立
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
※
印
鑑
が
必
要
で
す
。

申　

込　

方　

法

10
月
12
日

（火）
〜
10
月
29
日

（金）

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

(

土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く)

申　

込　

期　

間

　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
、
ま
た
は

学
校
教
育
課　

 

　

（
２
２
）
７
４
５
２

問

合

先

公
立
幼
稚
園

平
成
21
年
度　

入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
23
年
度　

入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
23
年
度　

入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

全
園
で
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

申
込
期
間
内
に
５
歳
児
、
４
歳
児
の
園

児
数
の
合
計
が
、
10
人
に
達
し
な
い
場

合
は
、
相
談
の
う
え
、
休
園
と
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。(

た
だ
し
、
坂
口
幼

稚
園
を
除
く)

　

幼
稚
園
で
は
、
就
学
前
の
幼
児
が
心
身
共

に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
・
保
育

し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
は
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
幼
児
で
す
。

◎
通
園
区
域
に
は
指
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
に
、
印
鑑
を

持
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

幼 稚 園 名 所 在 地 電 話 番 号

丈 生 幼 稚 園

丈 生神山幼 稚 園

恩恵（めぐみ）幼稚園

ひ か り 幼 稚 園

丈 生 幼 稚 園

丈 生神山幼 稚 園

恩恵（めぐみ）幼稚園

ひ か り 幼 稚 園

京町三丁目3-5

三ツ口町45

住吉町3-29

芝原四丁目1-30

22−0625

22−1397

23−4720

22−3255

50人

20人

10人

25人

若干名

10人

若干名

12人

■募集年齢・人数

2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

若干名

申　

込　

方　

法

平
成
23
年
３
月
31
日

（木）
ま
で

平
日
の
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

申　

込　

期　

間

申

込

・

問

合

先

私
立
幼
稚
園

Omushi

SEX

 ate 31 de marco de 2011

20102912
18 5

Ter

就
園
奨
励
事
業

　

課
税
条
件
に
該
当
す
る
保
護
者
を
対
象
に
、

保
育
料
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
各
幼
稚
園
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
延
長
保
育
な
ど
に
つ
い
て
も
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

福井地方法務局
 　０５７０(０７０)８１０（全国共通ナビダイヤル）

　職場での男女差別、セクシュアル・ハラスメント、夫やパートナーからの暴
力など、女性の人権問題に詳しい法務局職員や人権擁護委員が電話相談
に応じます。
強化期間　11月15日（月）～19日（金） 午前８時半～午後７時
　　　　　11月20日（土）～21日（日） 午前10時～午後５時
※強化期間以外でも、受付けています。（平日 午前８時半～午後５時15分）

「女性の人権ホットライン」強化週間

ひとり親家庭の人を対象に、就業相談を実施します（要予約）
児童福祉課　家庭児童相談室　 （２２）３６２８

と　き　11月12日（金）午後１時～３時
ところ　福祉健康センター 相談室５
対　象   ひとり親家庭の人
※専門の相談員が対応し、秘密厳守です。※上記以外でも随時受付けています。

男女平等推進協会えちぜん　　（２４）４４４６
自分を磨く働き方 ～女性向けキャリアアップセミナー～

と　き　①10月31日（日）午後１時～５時半  ②11月７日（日）午後１時～５時半
ところ　男女共同参画センター（福祉健康センター内）
内　容　仕事を積み重ねていく上で必要な能力（コミュニケーション力、調

整力、営業力、論理的思考力、コーチング力等）を講義と実践を通して学ぶ。
講　師　佐々木 妙月 氏（情報の輪サービス㈱代表）
対象者　女性30人　参加費　無料

ささき 　  みょうげつ

越前ファミリーサービスクラブ
をご存知ですか？  【会員募集】
越前ファミリーサービスクラブ
 　（２２）６０２３（男女共同参画センター内）

　あなたの傍に頼れる人はいますか？
　私たちは、少しの手助けが欲しい人
と手助けをしたい人とをつなぐ有償
ボランティアの会です。
　子供の一時預かり、家事、老人の世
話など、何でもご相談ください。

【利用会員・支援会員を募集します】
　性別、年齢、資格は問いません。気軽
に参加して援助の輪をひろげませんか？

　県ではボランティアとして、育児相
談等の活動を
していただけ
る保育士、看護
師など、子育て
に関する有資
格者を募集し
ています。

県子ども家庭課
 　０７７６（２０）０３４１

子育てマイスター募集
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申込・問合先　消費者センター
　　　　　　　(２２)３７７３

不用品の活用情報

《ゆずります》
　・長持ち（座布団入れ）
　・整理ダンス
　・２段ベット
　・伸縮性布ベルト(15cm×２m)
　・座敷机用ガラス板(145cm×85cm)
　・座布団（10枚組）
　・スチール製事務机（両袖）

《ゆずってください》
　・かまど
　・ピアノ椅子
　・ピアノ補助ペダル
　・習字下敷き 半切（条幅）用
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みんなの情報板

と　き　　 11月３日（祝）、23日（祝）
ところ　　  第２清掃センター
受付時間　午前８時半～午後４時半
料　金　　10kgあたり60円
持込方法　基準に従って分別してく

ださい。

粗大ごみの祝日受入日
南越清掃組合 第２清掃センター
　 (２８)１３７０

ところ　利再来館（勾当原町）
申込期間　11月１日（月）～20日（土）
　※希望価格を投票してください。
当選発表　11月25日（木）
　※当選者には電話で連絡します。
引取期間　11月26日（金）～30日（火）
　　　　　（配達はできません。）
その他　展示品は南越清掃組合の

ホームページで見ることができます。
　http://www.nanetsuseisou.or.jp

再生品を提供しています
南越清掃組合 利再来館
　 （２８）１３９０

グループ赤い糸（代表　石山）
　０８０（４２５０）４１１０
　akaiito4110@softbank.ne.jp 
　 http://ameblo.jp/e-akaiito

　毎回好評の料理イベントです。
と　き　11月14日（日） 午前10時半～
ところ　農村婦人の家
対　象　30～40歳前後の未婚の人
参加費　３，０００円(材料費含む)
定　員　男女それぞれ６人
※ブログで、これまでのイベントの様子な
どを確認できます。

出会いサポート「赤い糸」

公共職業訓練（ポリテクセンター福井）12月入所生募集のお知らせ 【お問合せ先】　訓練課（ポリテクセンター福井）　
　　　　　　　℡０７７８（２３）１０１１

訓練は、求職者（離職者）のためのコースです。　訓練は、平日（土、日、祝日を除く）９時10分～15時50分の訓練となります。

訓練科名 定員 訓練期間 募集期間 面接選考 受講科 必要経費（テキスト代等）

電気サービス科（電気設備サービス科） 18名 11.16（火） 10,000円程度

ＣＡＤ製図科 20名

無料

5,000円程度

※訓練内容は、ホームページでもご案内しております。（http://www.ehdo.go.jp/fukui/又は「ポリテクセンター福井」で検索してください。）
※施設見学を随時受け付けております。（訓練課：TEL ０７７８－２３－１０１１）

【受講対象者】　求職者の方：訓練を受講して、新たな知識・技能を身につけて再就職に役立てたい方。
【受講申込方法】　最寄りのハローワークで求職申込みをして、職業訓練受講についてご相談の上、所定の受講申込書を提出ください。

広告

無料
機械・金属加工科（デュアルシステム）
※年齢制限あり
※企業実習(約１ヶ月半含む)

18名 11.16（火） 12,000円程度10.26（火）～11.９（火）

H22.12.１（水）～H23.２.28（月）　※３ケ月間

H22.12.１（水）～H23.５.31（火）　※６ケ月間

H22.12.１（水）～H23.５.31（火）　※６ケ月間 10.26（火）～11.９（火）

10.26（火）～11.９（火） 11.16（火） 無料

　くらしの中で、行政の手続やサービ
スについて「分からないこと」「困って
いること」はありませんか。
　行政相談委員が相談に応じます。
と　き　10月27日（水）
　　　　午前10時半～午後３時
ところ　コミュニティセンター「柳荘」
※相談は無料・秘密厳守です。お気軽

にご相談ください。

福井行政評価事務所
 　(０５７０)０９０１１０

「行政困りごと相談所」開設

　越前市が「越前おろしそば発祥の
地」であることを広くＰＲするために
ロゴマークを募集します。
※優秀者には商品進呈
応募方法　紙（様式自由）に住所・氏

名・電話番号・ロゴマークを記載し、
郵送してください。

　（送付先）山楽 〒915-0094横市町1-5-5
応募締切　11月18日（木）必着

武生麺類組合
 　（２１）５３６６　（山楽まで）

「越前おろしそば発祥の地」
のロゴマーク募集

　環境の保全と創造に関する施策に
ついて調査審議する委員を募集します。
　年２回程度の会議を予定しています。
資　格　市内在住で20歳以上の人
※既に複数の公募委員になっている

人は応募できません。
募集人員　若干名
任　期　委嘱の日から２年間
応募方法　指定様式に、これまでに取
り組んできた環境活動や保全への
思いなどについて800字程度にま
とめ、住所、氏名、年齢、電話番号を
明記し、郵送、ファックス、メールの
いずれかで申し込んでください。

　応募用紙は市ホームページからダ
ウンロードできます。
応募締切　11月15日（月）
※郵送の場合、当日消印有効

環境政策課
 　（２２）５３４２/Fax （２２）７９８９
　  kankyou@city.echizen.lg.jp

環境審議会委員を募集します

武生税務署
 　（２２）０８９０

　年末調整説明会を開催します。関
係各社（者）はご参加ください。
と　き
　《法人》　11月18日（木）
　　　   　 午後１時半～３時半
　《個人》　11月19日（金）
　　　   　 午後１時半～３時半
ところ   サンドーム福井（小ホール）
※会場にお越しの際には、事前に郵

送した書類を持参してください。

年末調整説明会のお知らせ肥料を無料で配付しています
㈱福井プラントメンテ（家久浄化センター内）
 　（２３）６５２７

　下水汚泥を原料とした肥料「土のダイ
ヤ」を無料で配付しています。農作物や
園芸用として最適です。一袋15kgです。
受付・配付時間
　午前８時半～午後５時（平日のみ）
※市内在住の人に限ります。
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丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ
10～11月の越前市関連の番組案内

※番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。詳しくはケーブルテレビガイド誌をご覧ください。

丹南HOT情報チャンネル(デジタル091ch・アナログ５ch)

　越前市情報ナビ(２週間放送)

10月25日まで 「2010 たけふ菊人形」
10月26日～11月８日  「市制施行５周年記念特別展『槌の響』越前打刃物」

７:30～、12:30～、19:30～
※土・日曜日は一時間遅れ

地域ふれあいチャンネル(デジタル091ch・アナログ２ch)

　丹南歴史探訪 (毎週土曜日  午前10時30分更新)

10月16日～10月22日　
　　北陸道界隈を行く小さな旅　越前市池ノ上町

　辻・裏々 (毎週土曜日  午前10時15分更新)

10月30日～11月５日　越前市赤谷町編

と　き　11月14日（日）
　　　   午前10時～午後３時
ところ   金華山グリーンランド
内　容
・農産物即売、歌謡ショー、太鼓、抽選会
・ふるまい無料企画
　～しらやまのおいしいもの大集合～
　（大鍋、おにぎり、そば、焼き芋）
・金華山周辺のウォーク
　（午前９時～11時）

里地里山の秋を満喫してください！
金華山グリーンランド秋の感謝祭

《問合先》
農林整備課　（２２）３００８
防災安全課　（２２）３０８１
越前警察署　（２４）０１１０

◆クマと遭わないために
①朝夕はクマが活発に活動します。
　出没が予測される場所では、ジョギングや散歩は控
える。
　また、明るい場所を歩く時でも、周囲に十分警戒する。
②木の洞（ほら）や竪穴には近づかない。
　（クマが潜んでいる場合があります）
③ラジオを鳴らしたり大声を出したりして歩く。
　(人の存在を知らせ、危険を回避します)
④ゴミや食べ残しは持ち帰る。
　（味を覚えると里に誘引する原因になります）

◆クマに遭ってしまったら
①クマを興奮させないよう、騒がずゆっくり離れる。
②子グマであっても決して近づかない。
　(近くに母グマがいます)
③襲われた場合は地面に伏せ、頭と首を守る。

◆山ぎわ付近の集落での注意点
①家の周りに生ゴミ等を捨てない、置かない。
　（誘引する原因になります）
②集落にある柿やクリなどは早々に収穫する。
③ガソリン等揮発性の液体は、家や車庫内に置かない。
　（クマが好む匂いです）

秋は、クマが冬に向けて活発に活動する時期となります。
屋外で活動（特に山や山ぎわ）する場合は、次のことに注意してください。

※目撃した場合は、すぐに市役所または警察署へ連絡してください。

秋のクマに注意！秋のクマに注意！

建築士会事務局　 （２４）４７８８

武生労働基準監督署　 （２３）１４４０

と　き　10月26日（火）
　　　　午後６時半～８時
ところ　福祉健康センター
　　　   多目的ホール
対象者　建築士会会員、一般市民
受講料　無料
※事前申込が必要です。

10月21日から
最低賃金が改正されます。

６８３円/時間

県産材を活用した住まい造りと
エコ住宅、エコリフォームを促進
するための講習会
　　（県建築士会南越支部講習会）

　相手のことを大切に思っているの
にうまく伝えられない。どう接していけ
ばいいのか具体的にお話します。
と　き　10月17日（日）午前10時～正午
ところ　福祉健康センター多目的ホール
参加料　無料
演　題　「自分が変われば人も変わる」
講　師　高森 信子 氏
　　　　（生活技能訓練リーダー）

「自分が変われば人も変わる」
心の講演会開催
地域活動支援センターアップ
　 （２１）５４００

実施期間　10月1日（金）
　　　　　  ～平成23年２月28日（月）
応募方法　チェックポイントに置いて
ある応募用紙に、スタンプを集めて、
応募してください。

チェックポイント（スタンプ設置場所）
　越前市内（タケフナイフビレッジ、越前打刃物会館、パピルス館、紫式部公
園無料休憩所藤波亭、武生公会堂記念館、万葉菊花園、まちなかプラザ）の
ほか、近隣市町を含め、合計22ヵ所あります。
賞　品　抽選で80人に、集めたポイントに応じた賞品や粗品をプレゼントします。
※詳しくは、福井県丹南広域組合へ問い合わせてください。

福井県丹南広域組合　総務課
　 （２３）４５５０
http://www.tannan.net/

「たんなん再発見スタンプラリー」
を実施しています
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現代の紙匠（岩野市兵衛氏、岩野平三
郎氏、福田忠雄氏）による越前和紙の
紙漉き技を公開します。
と　き　11月13日（土）
　　　　午後１時半～４時
ところ　 卯立の工芸館
入場料　２００円

いわの     いちべえ いわの  へいざぶ

ろう ふくだ    ただお

今立歴史民俗資料館
 　（４３）０２２９

越前和紙相伝の紙漉技大公開

　今年は「たけふ菊人形会場」内で行
います。楽しいイベントがいっぱい！
　是非ご来場ください。
と　き　10月17日（日）
　　　   午前10時～午後３時
ところ　たけふ菊人形会場内
　　   　屋外イベント会場
内　容　県警察音楽隊の演奏、式典、

和太鼓演奏（仁愛大学）、落語、北浜
みさきチャリティーコンサートなど

（予定）

越前警察署 　（２４）０１１０（生活安全課）
防災安全課　 （２２）３０８１

日本一安全安心な“越前市・南
越前町”まちづくり大会を開催

と　き　10月24日（日）午前10時～　
ところ　もやいの郷・農楽園

もやいの郷・農楽園
 　（４２）３８３８

第15回瑞貴まつり開催
ずいき

第23回 源氏物語アカデミー

《問合先》　源氏物語アカデミー委員会（文化センター内）　　（２３）３３７４

千年の昔、たった一度都を離れた紫式部は、越前市で青
春の一時期を過ごしました。この史実をもとに「源氏物
語」を様々な角度から探求するアカデミーを開催します。

　紫式部を通じての交流事業として
京都府宇治市を訪れ、イベント参加
や紅葉の平等院などの観光をします。
と　き　11月14日（日）
参加費　８，５００円
　　　　（昼食、各施設入館料含む）
定　員　45人（最少催行人数30人）
申込期限　11月５日(金)

宇治市源氏物語ミュージアム
日帰りバスツアー参加者募集
文化課
　 （２２）７４５９
源氏物語アカデミー委員会（文化センター内）
 　（２３）３３７４

参加費　受講料２，０００円、講義テキスト２，０００円、公演・特別講演１，０００円ほか
※詳細は問合せてください。プログラム・募集要項をお送りします。

10月22日（金）
○講義　「道長の金峯山詣で」
　講師　朧谷 壽 氏（同志社女子大学名誉教授）

武生パレスホテル
午後７時
　　～８時半

と　きテーマ

おぼろや ひさし

内　容 ところ

「
源
氏
物
語
と
雪
」

10月24日（日）
○原文講読　「雪の夜の語らい　朝顔の巻」
　福嶋 昭治 氏（園田学園女子大学教授）
○講義　「宇治十帖の雪景色　大君・浮舟における」
　講師　久富木原 玲 氏（愛知県立大学教授）

午前９時
～午後０時10分 福祉健康センター

10月23日（土）

《１日目》

《３日目》

《２日目》

○歴史散策　「語り部と歩く・まちなか散策」 紫式部公園ほか午前９時
 ～午後０時半

○講義　「源氏物語の諸本 大沢本の出現」
　講師　伊井 春樹 氏（大阪大学名誉教授）
○公演　「うたものがたり　源氏の恋」　　
　出演　茨木市民文化フォーラム
○特別講演　「雪あかりの系譜」
　講師　芳賀 徹 氏（東京大学名誉教授）

武生パレスホテル午後１時
　～５時半

○宴席　「紫きぶ御膳」 市内各料亭午後６時半
　　～８時

いい 　   はるき

はが    とおる

ふくしま    しょうじ

くふきはら　    れい

内　容　神事・神輿巡行、農産物・各バ
ザー、「いも煮鍋」ふるまい（11時～）、
演芸会・講演会（12時～）ほか

エコビレッジ交流センター
　　（２８）１１２３

e-mail : ecovilg@tk.ttn.ne.jp
　http://www.ttn.ne.jp/~ecovilg/

●坂口エコミュージアムウォーク
　ドングリ拾いをしよう
と　き　11月14日（日）
　　　　午後１時半～４時半
内　容　ドングリを集めて遊びます
集合場所　エコビレッジ交流センター
参加費　100円（保険料）

●親子おりがみ教室（全５回）
と　き　11月14日（日）
　　　　午前10時～正午
対　象　初心者（小学生程度、小学生

低学年までは保護者同伴）
参加費　こども５００円／回
　　　　おとな１，０００円／回
定　員　40人程度
　　　　※定員になり次第終了
準備物　のり、はさみ

いまだて芸術館
　(４２)２７００

し　　　　   おもの
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八ッ杉森林学習センター
　(４２)３８００

本格派・炭焼き体験
と　き　10月24日(日)
　　　　午前10時～午後３時
内　容　窯出しの一連の作業体験
参加費　１,５００円（体験料・昼食代込）
定　員　15人（申込順）
秋の森はアートランド
と　き　10月24日(日)
　　　　午前10時～午後３時
内　容　バウムクーヘンづくり
　　　　山森鍋、木炭アート、記念植樹
参加費　大人1,500円、子供1,000円
　　　　（体験料、昼食代込）
定　員　50人（申込順）
和紙に炭を漉きこむ
と　き　10月30日（土）
　　　　午前10時～午後３時
内　容　和紙と炭の融合作品を創る
参加費　２,０００円
　　　　（体験料、材料費、昼食代込）
定　員　15人（申込順）
紅葉の森で苔玉づくり
と　き　11月３日(祝)
　　　　午前10時～午後１時
内　容　紅葉の森散策、苔玉づくり
参加費　１,５００円（材料費、昼食代込）
定　員　15人（申込順）

中央図書館　　(22)0354
今立図書館　　(43)0229図書館だより

行　事　　　　　　　　　　　と　き/内　容

名作映画会　　　     10月30日(土)　午後2時～　作品：グッドモーニング・バビロン

中
央
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

今
立
図
書
館

おはなしあのね　　   10月23日・11月13日（土）　午前11時～ 　　

きっずらんど　　　    11月6日・20日（土）　午前11時～

かみしばい　　　      10月23日・11月13日（土）　午後4時～　　

《図書館友の会イベント》
第４回(全6回)
児童文学を楽しむ会

古本市 11月13日（土)午後１時～３時
※格安でお譲りします。なくなり次第終了

「朗読」＆
「ミニコンサート」

11月21日（日)午前10時半～正午
※越前市読書会連絡会結成記念事業

大人のおはなしあのね 10月30日（土)　午前11時～

と　き　11月19日(金)午後7時～午後8時45分
講　師　谷出 千代子氏
    （仁愛大学人間生活学部子ども教育学科教授）
定　員　30人（定員になり次第締切）
対　象　中学生以上

おはなしお楽しみ会   11月13日（土）　午後2時～
こどもランド　　　　 10月23日（土）　午後2時～

子ども読書会　　　   11月６日（土）　午後2時～

子ども映画会　　　   11月20日（土）　午後２時～３時

絵本のひろば　　      11月５日（金）　午前10時20分～

※行事はいずれも無料です。

受講生募集

山野草・押し花教室
と　き　11月３日（祝）
　　　　午前10時～午後３時
内　容　押し花額の製作と展示
参加費　１,８００円
　　　　（講習費、昼食代込）
定　員　15人（申込順）
※別途教材費が必要
森の癒し作品展
と　き　11月３日（祝）～20日(土)
　　　　午前９時～午後４時
　　　　※火曜、第３日曜日は休館
内　容　押し花額、木炭アート、苔玉

　　　作品など展示
入場料　無料
天体教室～すばる星団をみよう～
と　き　11月６日(土)午後８時～９時
参加費　無料
※雨天・曇天中止
落ち葉の森のファンタジー
と　き　11月14日（日）
　　　　午前10時～午後３時
内　容　五穀もちつき、落ち葉焚き、落
ち葉染め、木の実と蔓でリース作り
参加費　大人1,500円、子供1,000円
　　　　（体験料、昼食代込）
定　員　50人（申込順）

陶で作る干支（うさぎ）作り
と　き　11月13日(土)午後１時～３時
定　員　12人
材料費　500円
持ち物　エプロン
申込締切　10月30日(土)午後５時
漬物作り
と　き　11月16日(火)午前10時～正午
定　員　12人
材料費　300円
持ち物　エプロン
申込締切　11月２日(火)午後5時
パン作り教室(5回連続)
と　き　11月20・27日
　　　　 12月４・11・18日
　　　　午前９時半～正午　
定　員　12人
材料費　600円
持参物　エプロン
申込締切　11月６日(土)午後５時
※いずれも申込多数の場合、抽選

式部ふれあい館
　(２３)００４７

●フレンドパークたけふ文化祭開催
と　き　10月30日（土）・31日（日）
ところ　フレンドパークたけふ
内　容　講座・サークル受講生による

作品展示など
※31日は屋台・お茶席を開催します。

●「おうちご飯を作ろう！」受講生募集
と　き　11月12日（金） 午後７時～
ところ　青年センター　料理室
対　象　料理初心者の方
内　容　簡単・ヘルシーな料理を学

　　　びます。
材料費　実費
定　員　10人（申込多数の場合は抽選）
申込締切　11月２日（火）

フレンドパークたけふ
　(２４)０４４４
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ふるさとギャラリー叔羅
　(２３)５８１１

し く ら

休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
　　　　(祝日は開館)　入館無料

チャーチル会武生秋期展（絵画）
と　き　10月26日（火）～31日（日）
※26日は正午より展示
パッチワークとまだ、うまだ。展
と　き　10月28日（木）～31日（日）
パッチワークキルト展
と　き　11月３日（祝）～７日（日）
暮らしの中の器展
と　き　11月３日（祝）～10日（水）
※10日は正午まで
海音(かのん)会書作展
と　き　11月12日（金）～14日（日）
歩彩会日本画展
と　き　11月17日（水）～21日（日）
尾崎公洋俳画とファミリー展
と　き　11月19日（金）～21日（日）

申込・問合先　生涯学習センター　　(２２)３００５　Ｆax(２２)９０１６

越前おもしろ歴史回廊

講座名・内容 日時 講師・その他

11月20日（土）
午前10時～11時半

越前文化士の会

　　　　　　山本 弘毅 氏
11月15日(月)

生涯学習センター講座だより

申込締切

「手紙・日記が伝える府中本多家の人々」

越前まなぼう座

やまもと こうき

ふるさと語り部講座 11月13日(土)
午後１時半～３時 11月10日(水)

「幕末の府中領主　本多副元」
越前市史編さん委員長

パソコン講座(４日間)
11月１日(月)「ワード＆エクセルで年賀状を作ろう」

パソコンインストラクター
まつした けいこ
松下 恵子 氏

定員13人(申込多数の場合は抽選) 

短期講座 11月５日(金)
午後１時半～３時 11月４日(木)

「いつかは自分なのに」
前更生保護女性会長

いまにし かずえ
今西 一枝 氏

・受講料：２，０００円

・材料費：１，０００円
・準備物：棒針６号

ゆうす・くらす 11月24日(水)
午後７時半～９時 11月15日(月)「コミュニケーション講座①」 ＮＰＯハートライセンス

定員20人(申込多数の場合は抽選)

定員15人(申込多数の場合は抽選)

さいとう ただゆきほんだ すけもと

齊藤 忠征 氏

うちやま ひでき
短期講座 11月24日(水)

午後７時半～９時半11月15日(月)「地域自治人材発掘塾②」

ますや
枡谷 ますみ 氏（20～30才代 社会人向け） 

仁愛女子短期大学教授

　　　　　　内山 秀樹  氏

しば　みつこ短期講座 11月26日(金)
午前10時～正午

11月10日(水)「リボン糸でつくる　ウェーブマフラー」

自主学習グループ講師

　　　　　　斯波 美津子 氏

11月10日（水）～12
日（金）・15日（月）
午前９時～11時半

と　き　11月６日(土)
　　　  午前11時～午後１時
　　　  （受付  午前10時～11時）
ところ　福祉健康センター
内　容　食事バランスガイドを使って
「何を」「どれだけ」食べたら良いか
をバイキング方式で学びます。

参加資格　市内在住または、市内に
　　　　 勤務する人
参加費　 300円（当日徴収します）
定　員 　100人
※定員になり次第締め切ります。
申込方法　電話で申込んでください。
※受付は10月19日（火）午前９時から

健康食ランチバイキング
正しい食生活のための講習会
～あなたの食事バランスは大丈夫！！～
健康増進課　 （２４）２２２１

ふるさとギャラリー分館「石石」
　(２１)２０１９

らく

アートグループＨＴＭ
と　き　11月２日（火）～７日（日）

《展示会》

《講座》

万葉菊花園
　(２７)７８００

休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
　　　　(祝日は開館)　入館無料

●二人展～墨絵30年回顧展～
と　き　10月19日（火）～31日（日）
　　       午前９時～午後４時半
　　　　（最終日午後４時まで）
内　容　県内の自然の風景や花など

の作品展

●盆栽展
と　き　10月29日（金）～31日（日）
　　　　午前９時～午後４時半
　　　　（初日午後１時から、
　　　　最終日午後４時まで）
内　容　味真野盆栽会によるマツな

　　　どの盆栽展

●色鉛筆画　作品展「色鉛筆で出逢
う、わくわく・わたし」
と　き　11月２日（火）～28日（日）
　　　　午前９時～午後４時半
　　　　（最終日午後４時まで）
内　容　色鉛筆で描いた野菜・風景・

　　　静物などの作品展

●らん友会　秋の展示会
と　き　11月12日（金）～14日（日）
　　　　午前９時～午後４時半
　　　　（最終日午後４時まで）
内　容　洋らんの鉢150点を展示

●色鉛筆画講座～色鉛筆をつかって花や風景画に挑戦！～
（絵が苦手な人、大歓迎！）
と　き　11月６日（土） 午後１時半～３時半
内　容　はがきサイズの紙に花や風景を描く
参加費　１００円　定　員　20人
講　師　多田くにお氏（色鉛筆イラストレーター）
持ち物　色鉛筆
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対　象　昭和20年９月30日までに生まれた人
※対象者には接種券（ハガキ等）を郵送しています。
自己負担金　１，５００円(一人1回のみ)
予防接種時の持ち物　接種券、保険証、自己負担金
※接種券をなくした人は、再発行が必要です。

申請できる人　　
　市に１年以上在住し、県発行の「特定疾患医療受給者証」の交付を受けてか
ら６か月以上通院または入院している人。一年間に１回支給。
※ただし、軽快者除く。
申請に必要なもの
　「特定疾患医療受給者証」、「印鑑」（認印可）、「本人名義の金融機関通帳」

（ゆうちょ銀行の場合は新たな振込用の店名及び口座番号のもの）
※既に申請した人には、前年の申請日から一年を経過する前に市から申請書

類をお送りします。

健康増進課　 （２４）２２２１

市特定疾患特別見舞金支給申請について

と　き　11月14日（日）
　　　　午後１時半～３時
　　　　（開場　午後１時）
ところ　福祉健康センター
　　　  多目的ホール
演　題　『あなたの骨は大丈夫ですか?

　　　～骨折で寝たきりにならな
　　　いために～』
講　師　専門の医師
※入場無料
※健康トライ市指定事業です。
　（５ポイント）

武生医師会　 （２４）１４００
健康増進課　 （２４）２２２１

「あなたの骨は大丈夫ですか？」
市民公開講座を開催します

補装具の巡回無料相談
社会福祉課
 　（２２）３００４

　補聴器や車いすなどの補装具につ
いて、相談に応じます。義肢・装具につ
いては、事前にご予約ください。
と　き　11月２日（火）午後１時～２時
ところ    福祉健康センター
　　　   多目的ホール
持参物　身体障害者手帳（お持ちの

方）、印鑑（スタンプ印以外）

国民健康保険、後期高齢者医療制度加入の人に人間ドックの助成をします。

ドック事業名

対象者

国民健康保険　人間ドック 長寿いきいきドック
30歳以上75歳未満の国民健康保険加入者

（※国民健康保険税を完納している世帯のみ）
後期高齢者医療制度加入者

（※保険料を完納している人のみ）

ドックの種類
①１日ドック  ②１日ドック＋脳ドック  ③２日ドック  ④２日ドック＋脳ドック
※脳ドック単独の助成はありません。

助成金額
一律　３０，０００円
※ドック受診当日、料金から助成金（３万円）を差し引いた金額を、医療機関に支払ってください。

助成定員残数
（H22.9.22現在）

３１人

受付期間 平成23年３月31日（木）まで　　※定員になり次第締切

受診できる
医療機関

・武生医師会に所属する医療機関　　　　　・公立丹南病院
・福井県立病院　　・福井県済生会病院　　・福井赤十字病院
（医療機関によって受診できないドックもあります。詳しくは医療機関に直接問い合わせてください。）

申込方法

市の窓口で定員残数を確認後、
医療機関で受診日を予約し、次のものを持って市へ申し込んでください。
・印鑑
・国民健康保険被保険者証
・特定健診受診券（４０歳以上の人）
※特定健診受診券がない方は再発行します。

・印鑑
・後期高齢者医療被保険者証
・健康診査受診券

注意事項 特定健診との併用（二重受診）はできません。

１１人

問合先　保険年金課　 （２２）３００２
　　　　今立総合支所市民福祉課　 （４３）７８１２

３０，０００円 助成

健康増進課　 （２４）２２２１
インフルエンザ予防接種を受けましょう

　新型・季節性混合ワクチンを接種できます。
接種費用　３，０００円
接種勧奨期間　平成23年１月31日（月）まで
※医療機関の診察日に限ります。
実施医療機関　丹南地区内の市指定医療機関
※希望する医療機関に予約して受けてください。
※指定医療機関以外では接種費用が異なります。

高齢者の人には助成制度があります
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※健康診査を受診する際には、『受診券』と『保険証』が必要です。
※健康診査・がん検診（前立腺がん以外）は市内の指定医療機関でも受診できます。
※がん検診を医療機関で受ける場合は、事前に健康増進課にご連絡ください。

健康診査、がん検診の日程
受付時間 9:00～10:30 13:00～14:30 8:30～10:30

日　時 会場 健康診査、肺・大腸・前立腺がん 胃がん 子宮・乳がん
乳がんは要予約

10月21日(木)

10月22日(金)

11月９日(火)

○

○

○

○

○

13:00～14:00
申込・問合先　健康増進課　　(２４)２２２１

コミュニティーセンター柳荘

10月20日(水) ○

○国高公民館

○

○

○

○

９:00～10:30
歯科検診

（先着25人）

○

○

10/21(木)、11/18(木) ９：00～12：00予約優先こころのケア相談会
(ストレスチェックと心理カウンセラーの相談)

仁愛大学サテライト　
健康増進課　  (24)2221

両親学級(これから親となる方とその家族)要予約 10/24(日) 13：10～13：30

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

福祉健康センター

こころの相談室(電話や面接での相談)
　　　　　　　　　　　　　　　(42)3939

育児相談(１歳未満の乳児)
　　　　　　　離乳食教室(10：00～11：00) 11/１(月)

２カ月児セミナー

１歳６カ月児健康診査

３歳児健康診査

いきいき運動広場(運動できる部屋を開放）

３歳児親子歯っぴー教室
（３歳児健康診査受診児とその保護者）
※健診時に配布したフッ素塗布無料券、歯ブラシ持参

10/27(水)
11/17(水)

９：30～11：00

10：00～16：00

９：30～10：30

13：00～14：00

10/18(月)、11/15(月) 13：10～13：30

10/21(木)、11/11(木)、11/18(木)

９：30～11：30

項　　目 と　き ところ・問合先

社会福祉センター
(今立)　

問合先　長寿福祉課
　　　　　(22)3784

問合先　健康増進課　
　　　　　(24)2221

問合先　健康増進課　
　　　　　(24)2221

９：30～
10：30～

①
②

チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)

13：30～14：30

要予約

こころの相談会 要予約 16：30～19：1010/18（月)、11/８（月)

10/22(金)、
11/５(金)、12(金)、19(金)、26(金)

すこやかサロン(乳幼児) 10：00～11：00

はつらつ教室（生活習慣病予防の運動） ９：30～11：00

１歳６カ月児健康診査 10/20(水)、11/10(水)、11/17(水) 13：30～14：30

14：00～17：0010/18(月)、11/15(月)ストレス相談会 予約優先

こどものそうだん会（小児科医による発達相談） 要予約 14：00～17：00

のびのびはったつ教室(幼児発達相談と親子遊び) ９：00～11：0010/27(水)要予約

11/12(金)

10/25(月)、
11/１(月)、８(月)、15(月)

11/19(金)

11/８(月)

10/26(火)

10/18(月)、11/１(月)、11/15(月)

問合先　健康増進課　 （２４）２２２１
仁愛大学祭時に子宮がん検診を実施します
（要予約）

生活習慣病予防基礎講座
「生活習慣を変えたいな・・でも、なかなかできないな」
と思っている方。この講座があなたを後押しします。お気軽にご参加ください。

申込・問合先　健康増進課　　(２４)２２２１ / Fax(２４)５８８５

申込期限　11月24日（水）
ところ　福祉健康センター

項　目　　　　　　　　　　　　　　　　　内　容　　　　　　　　　　　日　時　　　　　　  講　師

無理なく運動を続けられるために・・

11/28(日)
13:30～14:30

福井県栄養士会
　　管理栄養士

11/28(日)　　　　　（有）パワーリンク
14:45～15:45　　健康運動指導士

食品カードを使って、実際に
自分の食事バランスを見てみよう！！
日常生活の中でできることを見つけよう！！
（※動きやすい服装・タオル・お茶等ご持参ください。）

フードモデルバイキング

ちょこっと講座

　今後の安全運転を支援するための、実践形式の講習会です。
期　間　12月31日まで　ところ　県内の指定自動車教習所
対象者　60～69歳までの普通自動車を運転できる免許保有者
費　用　無料　　　   　※申込書は、越前警察署にあります。

60歳代のための安全運転講習会「シニアドライビングドッ
ク」受講者募集 問合先　越前警察署交通課　 （２４）０１１０
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と　き　10月24日（日）　受付時間　午前９時～10時
ところ　仁愛大学　費　用　1,000円
対象者　県内に住民登録の
　ある２０歳以上の人



●相談窓口のご案内
　　(２２)１１２２
　毎週月～金曜日
　午前８時半～午後５時半

▼提案箱へ
・市役所・今立総合支所・各公民館・図書館
▼ファックスで
　FAX(２４)３３０７
▼電子メールで
　koutyou@city.echizen.lg.jp

休日診療について

行政相談
・福祉健康センター
　　(２５)８８００
　第１・３月曜日　午後１時半～４時
・社会福祉センター(今立)
　　(４３)８８８８
　第２水曜日　午後１時半～４時

人権相談
・福井地方法務局　武生支局(新町)
　　(２２)０１９４
　月～金曜日　午前８時半～午後５時15分
・福祉健康センター(府中一丁目)
　　(２５)８８００
　第３金曜日　午前９時～正午

法律相談
(電話での相談、受け付けはできません)

・社会福祉協議会武生事務所
　福祉健康センター　　(２２)８５００
　第１・３木曜日　午前９時半～正午
　午前８時半から受付(定員10人)

消費生活相談
・消費者センター(センチュリープラザ)
　　(２２)３７７３
　月～金曜日　午前８時半～午後５時

結婚相談
・生涯学習センター(府中一丁目)
　　(２２)３００５　
　第１・２・３水曜日　午後１時～４時
　第４土曜日(本人のみ)　午後１時～４時
・社会福祉センター(今立)
　　(４３)８８８８
　第１・３水曜日　午後１時半～４時

男女平等オンブッド相談
　性差などによる悩み相談
・男女共同参画室（福祉健康センター）
　　(２２)３６６８
　毎週月～金曜日　毎月第１土曜日
　(第１土曜日に限り予約が必要)
　午前９時～午後５時

※労働相談(要予約)
毎月第１土曜日　午後１時～４時

電子メールアドレス
ombud@city.echizen.lg.jp

女性相談
・家庭児童相談室　　(２２)３６２８
　水曜日　午前９時～午後５時半

家庭児童相談・ひとり親家庭相談
・家庭児童相談室　　(２２)３６２８　　
　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

児童養護に関する相談
　(緊急の場合、夜間も受け付けます)
・児童家庭支援センターたけふ「ポケット」
　　(２２)３０７７
　毎日　午前９時～午後５時半

子育て相談
(地域子育て支援センター)
・ＮＰＯ法人 子どもセンター
　「ピノキオ」(福祉健康センター)
　　(２３)８２１１
　毎日(休日も)　午前９時～午後５時
・「フォルマシオーン」(国高保育園内)
　　(２３)６３１８
　月～金曜日　午前９時～午後５時
・「いまだて」(社会福祉センター内)
　　(４２)２５１１
　月～金曜日
　午前９時～午後５時

健康相談
・健康増進課　　(２４)２２２１
　月～金曜日　午前８時半～午後５時半
　夜間、子どもの急病時に、すぐに病院に
　行ったほうが良いのか、翌朝まで様子を
　みて良いのか迷ったときに、小児科医が
　電話でアドバイスします。
　　＃８０００(短縮ダイヤル)
　　０７７６(２５)９９５５
　毎日　午後７時～11時

こどもの人権110番(全国共通)
　０１２０(００７)１１０
月～金曜日　午前８時半～午後５時15分

ヤングテレフォン
　(２３)６６９９
月～金曜日　午前８時半～午後５時半

心配ごと相談
・社会福祉協議会武生事務所
　(福祉健康センター)　　(２２)８５００
　火曜日　午後１時半～４時

こころの健康相談(要予約)
・丹南健康福祉センター(　江市水落町)
　　(５１)００３４
　午後１時半～４時半　第１・３木曜日

若年無業者(ニート)や
引きこもり者の相談、支援
・ふくい若者サポートステーション
　　０７７６(２１)０３１１
　月～金曜日　午前10時～午後６時

賃金や解雇、労働時間など、労働者
個人と使用者とのトラブルの仲介
・福井県労働委員会
　　０７７６(２０)０５９７
　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

若者の就職相談
　毎月第１月曜日　午後１時～４時
　※３日前までに予約が必要
・地域職業訓練センター(高瀬一丁目)
　　(２３)６８５５

市政への意見や提案を
お待ちしています

※相談日が祝日と重なる場合は、相談を行いませんので注意してください。

法テラス福井(法律についての相談)
・福井市宝永４‐3‐1　三井生命福井ビル２Ｆ
　　０５０(３３８３)５４７５
　月～金　午前９時～午後５時半

健康子育て法律

くらし こころ

就業・労働
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問合先　市民課　　（２２）３００１

問合先　納税課　　(２２)３０１５
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とき　10月29日(金)、11月２日(火)、16日(火)
※10月29日はポルトガル語での
　納税相談もできます。
ところ　納税課　※午後８時まで

※越前市広報は、資源保護のために再生紙を使用しています。
　資源として活用できますので、リサイクルにご協力ください。

※越前市は環境マネージメントシステム
　ISO14001自己適合宣言を行っています。

10月の納税 人 口

【９月１日現在】

　85,766人
　  2,916人
　41,994人
      1,471人
　43,772人
      1,445人
28,892世帯
  2,092世帯

(+19)
 (+59)
(+24)
(+51)
(-  ５)
 (-  ８)
(+52)
(+35)

◆総人口
　　内外国人
◆男
　　内外国人
◆女
　　内外国人
◆世帯数
　　内外国人

夜間納税窓口・納税相談日

(  )内は先月比
・市県民税（３期）
・国民健康保険税（４期）
・介護保険料（４期）
・後期高齢者医療保険料（４期）
　納期限　11月１日(月)

ちょっとＥＣＯなお話
エ　コ

「 捨てないで！ 『雑がみ救出』 大作戦！ 」

　システム機器更新作業のため、自動交付機による全
ての証明書の発行を停止します。
　なお、平日は通常どおり午前９時～午後７時まで稼動し
ます。

停止期間　10月～12月

停止期日　土・日曜日、祝日、12月29日～31日

土・日・祝日の自動交付機を停止します

　ＪＲ武生駅の利用促進と市民交流の機会を設けるた
め、今年も「越前市民号」を企画しました。市民号ならでは
のお値打ち価格です。
■とき　11月14日（日）
・午前７時40分
　ＪＲ武生駅集合
　(雷鳥８号8:16発)
・午後６時57分
　ＪＲ武生駅着・解散
　(雷鳥33号)
■申込期間　10月18日(月)～11月５日(金)
※定員になり次第、締め切らせていただきます。
■行き先および定員　
　①東福寺ウォーキングコース（定員40人）　
　　三十三間堂、泉湧寺、東福寺ほか
　②伏見ウォーキングコース（定員40人）　
　　三十石船川下り、月桂冠大倉記念館、寺田屋ほか
　③バス回遊コース（定員70人）　
　　幕末維新ミュージアム、高台寺、金閣寺ほか
※行程など詳細は、市ホームページまたはＪＲ武生駅内
　のチラシでご確認ください。

「越前市民号」　参加者大募集！
ＪＲ特急列車で行く　秋の京都(日帰りの旅)

大　人 小　人(６～11歳) 
①コース

②コース
③コース

１２，０００円 ７，５００円

１３，０００円 ８，０００円
１４，０００円 ９，０００円

■コース別参加費

※全コースに昼食代金と入場料・拝観料・ガイド料等、
　③コースにはさらにバス代を含みます。
※申込の際、希望のコースを伝えてください。希望のコース
　が定員に達した場合は、他のコースでご参加ください。
　幼児をお連れの場合は、必ず予約時に申し出てください。
※上記参加費には、越前市特急・新幹線対策促進期成同盟
　会より、費用の一部が助成されています。
■申込・問合先　トラベルエース北陸　　（２２）８８４１
　営業時間　午前９時～午後６時(月～金)
　　　　　 　午前10時～午後４時(土・日・祝日)

「越前市民号」　参加者大募集！
　お菓子やティッシュの箱、包装紙、パンフレットなど
皆さんの身近にある紙類『雑がみ』を燃やせるごみに
捨てていませんか？雑がみはごみではなく資源です。
地域や子供会などが実施する資源回収を利用して、
リサイクルに努めましょう。

　雑がみの出し方

　紙ひもでしばって、雑誌と一緒に資源回収に出しま
す。しばりにくい小さな紙は、雑誌の間に挟んだり、紙
袋や封筒に入れて出してくださ
い。汚れた紙や感熱紙、防水加
工された紙など雑がみとして出
せない紙もあるので注意してく
ださい！

～調査票の提出はお済みですか？～

　ご記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をし
た上で調査員に渡してください。
※調査票が届いていない場合は、国勢調査越前市実
　施本部までご連絡ください。

問合先　国勢調査越前市実施本部　　
　　　　　（２１）５０７８

市税・保険料は納期内に納めましょう
　市税・保険料の納付は納期限内にお願いします。また納
付には便利で安全、確実な口座振替をご利用ください。

滞納すると・・・
　納期限を過ぎて20日以内に納付がない場合は督促状
が送付され、50円の督促手数料が加算されます。
　また、納期限の翌日から納付の日までの延滞金の加算
や財産差押え等の滞納処分を受けることとなりますので、
納付できない事情がある場合はお早めに納税課にご相談
ください。
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